
月・惑星を生涯楽しむ

10の方法

tansaXセミナー 2024年11月15日

宇宙探査イノベーションハブ 非常勤

大川 拓也 （宇宙探査実験棟担当）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JAXA探査ハブの大川と申します。貴重なお昼休みにご参加いただきありがとうございます。私は9月に非常勤で着任しまして宇宙探査実験棟の運用を担当しております。よろしくお願いいたします。写真は先日の特別公開の砂場です。ご覧になった方は防塵服の怪しい格好でしゃべり続けていた人として思い出していただければと思います。JAXAの勤務の無い日は、主に個人事業で天文関係の解説、監修、講演活動やイベント講師、インストラクターやアドバイザー、展示制作などなどを行っております。JAXAには着任して日が浅いということもありますが、きょうは仕事目線ではなく私のバックグラウンドを知っていただけるようライフワークや趣味のお話を交えてこのようなタイトルでお話します。探査ハブは異業種との交流を大事にする部署ですので、話題の幅を広げる時間だと思って気楽に聞いていただければ幸いです。



２０１０年６月１３日 「はやぶさ」最期の輝き＠オーストラリア 撮影／大川拓也（はやぶさ大気圏再突入 国立天文台観測隊長）

生涯忘れない光景があります

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生涯忘れない光景のひとつ。初代はやぶさの地球帰還です。私はこのときは国立天文台所属で、はやぶさが本当に帰ってくるとわかってから、急ぎ観測隊を編成してオーストラリアウーメラ砂漠に渡りました。はやぶさは最後カプセルの光跡だけを残して、巨大な流れ星となって砕け散っていきました。私は星をみることが好きで長年さまざまな天文現象に遭遇してきましたが、カウントダウンしてその通りに流れ星が現れるという体験は初めてでした。写真はここでカメラを振り回しているのが私で、はやぶさのツーショットです。



毎日新聞

読売新聞

朝日新聞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
仲間とカメラ１７台を持ち込んで、多くの画像映像を記録しました。のちにこれらの観測データを使って論文を書き天文学会で記者会見を行いました。新聞テレビ全メディア取り上げいただけて「はやぶさ最後の輝き、満月以上」といった見出しがついて話題になりました。



満月を見ると思い出します

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
夜空に満月よりも明るいものが現れることはめったにありません。今でも満月を見上げると、カプセルを手放したあとの、はやぶさの最後の輝きを思い出します。月は人それぞれの思い出をうつす鏡のような存在でもあると思います。月はどうして私たちを引き付けるのでしょう。



むかしも、いまも、これからも、月とともに生きていきます

はじめて写した月（小４） 最近写した月



惑星間や月へ向かうロケットにわくわくしていました

日本のロケット（小４） 「大川少年の日本のロケット手ぬぐい」
＠つるや呉服店



雑誌や書籍もつくってきました

（小４）



天文・宇宙の話題は

生涯尽きることはありません

紫金山・アトラス彗星

2024年10月14日撮影



きょうは10の方法についておはなしします

1.撮影する
2.食をみつめる
3.食を観測する
4.閃光をとらえる
5.仲間とつながる
6.アートで感性をみがく
7.プラネタリウムにひたる
8.観望で盛り上がる
9.旧暦でくらす
10.近未来を想う

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私の職場である実験棟の砂場は、月や惑星の表面を模擬したフィールドです。今日は月や惑星についてちょっと違った目線から、たとえば自分の時間を使って取り組むアマチュア天文活動や、あるいは市民科学や長年のライフワークとして、人生とともにある月や惑星の話題を取り上げてみたいと思います。



1撮影する
1 撮影

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本の天文アマチュアは世界的にもとてもハイレベルで超絶美しい写真を撮る人がいっぱいいます。天文雑誌などをみるとわかります。私財を投じて機材を買う人、家を天文台に改造する人、車ですごいところまで遠征する人、みな熱心です。日本は天気わるいのに。



毎日が一期一会

意外性に満ちています

1 撮影



限界に挑戦する

撮影もあります

1 撮影



地球の月だけではありません 1 撮影



惑星の拡大撮影はむかしとちがいます

木星

土星

1 撮影



2 食をみつめる

金星食 2012年8月14日 次回好条件は2063年5月31日

2 食



昼間の火星食 2024年5月5日

2 食



2 食



２０１７年１１月１２日 レグルス食

2 食



2 食

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポリマ（おとめ座ガンマ星）が月齢11の月の暗縁に隠れたようす。ポリマはポリマA, ポリマBの2星からなる連星であり、月の縁に接する時刻は差が生じる。映像では2星は分離した像にならないが、減光と消失のように段階的な潜入としてとらえられている。2017年5月7日深夜撮影。



２０２４年は食当たりの年

１２月８日

土星食
１２月１４日

すばる食
１２月２５日

スピカ食

2 食



月刊 星ナビ
2024年12月号

2 食

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
8日に日本の広範囲で土星食、25日は北海道を除く日本全国でスピカ食が見られます。土星食は17年ぶりの好条件、スピカ食も日本の大部分の地域で見ることができます。



3 食を観測する

想像図 Credit: NASA

小惑星による恒星食

3 食観測



小惑星の衛星が観測されることもある 3 食観測

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
掩蔽以外の方法で見つかっていた小惑星の衛星による掩蔽の観測成功は 世界的にも史上初、アンティオペ2例目。



多くの観測者で大きな成果 3 食観測



Jul 19, 2011 occultation of the binary asteroid (90) Antiope
©IOTA

3 食観測



あさって未明は小惑星フェートンによる恒星食！ 3 食観測

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フェートン　17日未明にペルセウス座の12等級を隠す



ふたご座流星群



ふたご座流星群



1994年の大事件、SL9彗星の木星衝突から30年4 閃光をとらえる 4 閃光



Credit: R. Evans, J. Trauger, H. Hammel and the HST Comet Science Team and NASA.

プラネタリーディフェンスはここから始まった！ 4 閃光

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ステロイドデー"は、小惑星や彗星などの地球衝突への危機意識を高め、地球に暮らす人々が未来の世代に何ができるか考えるための啓発キャンペーンです。



閃光現象が年に数回もとらえられるようになってきた

2010年6月３日

2010年8月20日

2012年9月10日

2016年３月17日

2017年5月26日

2019年8月7日

2020年4月10日

2021年9月13日

2021年10月15日

2023年8月28日

2023年11月15日

2023年12月28日

2023年12月29日

4 閃光



画像／愛知県立一宮高校・地学部＆小川村天文台

月刊 星ナビ 2004年11月号

月の夜側をみて月面衝突閃光をとらえよう
4 閃光

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電気通信大学柳澤正久（まさひさ）いま名誉教授�アマチュアが世界初のペルセウス座流星体による月面衝突閃光を観測、
日本初となる月面衝突閃光の同時観測に成功�EQUULEUSに月面衝突閃光を観測するカメラ、デルフィヌス搭載



仲間とつながる

東亜天文学会 会員数約2000名
（月面課、火星課、木・土星課などがある）

5 仲間

5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東亜　1920年設立　最古の天文同好会　会員数約2000名　機関誌天界は約1200号�



木星会議／月惑星研究会

分野ごとにさまざまな会合・コミュニティ
5 仲間

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東亜　1920年設立　最古の天文同好会　会員数約2000名　機関誌天界は約1200号�



6アートで感性をみがく

惑星ランタンワークショップ＠東京造形大学

6 アート

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
心を豊かにするための生涯のアクティビティとしてアートを楽しむという人もたくさんいます。�音楽でも絵画でも舞台芸術でも、鑑賞したりするだけでなく自分で創作したり表現を学んだりして自ら深めていけるとすばらしいものになると思います。�月や惑星はすでにさまざまなアートの題材になっていますが、身近な相模原界隈を中心にいくつかの事例を紹介します。�系外惑星を学び、赤外線での見え方も取り入れたワークショップでした。



6 アート



6 アート

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さがみ風っ子展



6 アート



6 アート



6 アート



6 アート

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2015年3月　子どもたちと芸術家の出あう街　東京芸術劇場�東京交響楽団　ホルスト惑星全曲　宇宙映像で協力�宇宙飛行士講演、移動プラネタリウム、JAXA＆NAOJ展示



Planetarium
惑星 に関する場所

Planetarium

7プラネタリウムにひたる
7 プラネタリウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
傾斜型プラネタリウム�一球式プラネタリウム
1990年代、コンピュータ技術の急速な発達と様々なデジタルメディアの出現により、プラネタリウムを取り巻く環境は目まぐるしく変化してゆきました。そのような中で、ユーザーの多様なニーズへの対応や競合製品との差別化を図るため、四軸を持ちながら一球形状を実現した「GSS-HELIOS」を開発。�GOTO SPACE SIMULATOR の略で、惑星投映機を本体から分離し、コンピュータによって演算制御することで、地球を離れ、火星上でみる星空、あるいはハレー彗星からみる星空など、太陽系近傍空域の任意の場所でみた星空を再現できます。�



7 プラネタリウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
傾斜型プラネタリウム�一球式プラネタリウム
1990年代、コンピュータ技術の急速な発達と様々なデジタルメディアの出現により、プラネタリウムを取り巻く環境は目まぐるしく変化してゆきました。そのような中で、ユーザーの多様なニーズへの対応や競合製品との差別化を図るため、四軸を持ちながら一球形状を実現した「GSS-HELIOS」を開発。�GOTO SPACE SIMULATOR の略で、惑星投映機を本体から分離し、コンピュータによって演算制御することで、地球を離れ、火星上でみる星空、あるいはハレー彗星からみる星空など、太陽系近傍空域の任意の場所でみた星空を再現できます。�



7 プラネタリウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界初のプラネタリウムは、1923年にドイツで誕生した「カールツァイス1型」です。4500個の恒星と５つの惑星の運行を再現することができました。今日、世界には4000を超えるプラネタリウムがあります。



プラネタリウム100周年とは

 「地上の星 ドイツに生まれて１世紀」

世界初の光学式プラネタリウム「ツァイスⅠ型」の

誕生から１００年

 １００周年記念事業は２０２３年～２０２５年

 日本でも日本プラネタリウム協議会（JPA）が呼び

かけ、全国各地でさまざまな記念事業／公認イベ

ントが実施されています

100.planetarium.jp

7 プラネタリウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界初のプラネタリウムは、1923年にドイツで誕生した「カールツァイス1型」です。4500個の恒星と５つの惑星の運行を再現することができました。今日、世界には4000を超えるプラネタリウムがあります。



ドームに惑星の動きを再現できる機械として誕生。
再現された星空は人びとを驚嘆させた。

（ドイツ・カールツァイス社）

惑星探査、系外惑星、地球・生命などのストーリー
をも共有できる場に進化。星・宇宙だけでなく、
芸術や文化にも開かれた表現力を備えた空間。

Planetariumの本来機能
「惑星を再現するもの」100年目の継承発展

１００年前 現在

7 プラネタリウム



最新型に生まれ変わる相模原のプラネタリウム 7 プラネタリウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市立博物館プラネタリウム年間5万人以上　全国のプラネタリウム年間800万人以上�は平成7（1995）年に整備�令和4（2022）年度の博物館やJAXA相模原キャンパスで実施された宇宙関連イベントには約8万 4,500人が参加しており、相模原市全体の主要観光行事観光客数28万6,000人（「神奈川県入込観光 客調査報告書」より）の約30％�【プラネタリウムの世界最高峰の性能を活かした集客力向上】 　プラネタリウム投影機を10億個の星々と8Kレーザー光源のプロジェクタの複数台スタックで映し出す全天周映像を同時に体験できる世界初の光学式・ デジタル式ハイブリッド・プラネタリウムシステムへと改修し、世界最高峰の性能を活かした 魅力的なコンテンツを提供�プラネタリウムの多目的利用の自由度を高めるため、持ち込みPCやカメラ映像、ライブ中継 入力など様々な入力ソースを自在に投影し世界にも配信可能な映像システムと、コンサート等 の利用に適した音響設備、照明などの導入を行う�2025年1月より改修工事が行われ、同年7月にリニューアル・オープンする予定�月や惑星など豊富な３Dモデルデータが内蔵される、クラウド経由で最新データのダウンロードもおそらく搭載、さらに番組制作用システムも設置されると思われる。�【JAXAとの連携によるオリジナルコンテンツの制作、宇宙関連イベントの実施�惑星を恒星に対して正しい光度で美しく輝くように表現することは、現状デジタルプロジェクターでは不可能であり、別設置の光学式の各投影機の設置が最善であること。
光学式太陽・月・惑星投影機とデジタル映像を映し出すプロジェクタでシームレスに行き来しながら表現される




国際プラネタリウム協会（IPS）2026年大会は福岡！

7 プラネタリウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2026年6月15日～19日（5日間）福岡市科学館と福岡国際会議場、国際センター�日本での開催は、1996年大阪大会以来30年ぶりとなります。52年間でアジアでは2回しかなかった。国内外600名規模の大会になると思いますが�〇国際プラネタリウム協会(IPS)はプラネタリウム関係者のための世界的な協会であり、世界50カ国に約500の会員を有します。福岡大会では、“One Earth, One Sky”をテーマに、会員が一堂に会し、天文学やプラネタリウムの発展に向けたネットワーキングやアイデアの共有が行われます。私もLOCの一人です。�〇日本は世界第2位のプラネタリウム大国であり、全国約300館ほどのプラネタリウムが所在し、大会会期終了後には、国内の様々なプラネタリウムへのエクスカーションが予定されており、大会に参加される海外からのみなさまに、日本の魅力をアピールできる機会となります。相模原の最新のプラネタリウムもエクスカーションでアピールしたいと考えています。プラネタリウムを接点として日本の天文宇宙コミュニティと幅広く連携してこれから盛り上げを図っていきますので、企業やJAXAの皆様にも関心を持っていただきたくご紹介しました。ぜひよろしくお願いいたします。



8 観望で盛り上がる
8 観望



自分の望遠鏡をつくる 8 観望



8 観望使いかたを練習する



8 観望自分で向けてみる



8 観望歓声のあがる観望会をひらく



8 観望月の光を受けとめる



太陽とくらべて地球の小ささを知る

2014年
淵野辺公園にて

こくてん
みっけ！

太陽の直径は
約1392000km ≒ 地球の109倍

8 観望



8 観望特別な空をみる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2022年6月25日



月・惑星は自宅で、都会で、たのしめる 8 観望



9旧暦でくらす
9 旧暦

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本にはお月見の風習があり、月を見ようなどとキャンペーンをはらなくてもその日が来ればみんな月を気にして見上げるすばらしい文化があります。



！
伝統的七夕の夜をたのしむ

9 旧暦



★ いわゆる旧暦の七夕

★ 梅雨のあとで晴れやすい

★ 月は夜半前にはしずむ

★ 天の川が高くのぼる

9 旧暦

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本来の七夕をとりもどす



２０２４年 ８月１０日(土)

２０２５年 ８月２９日(金)

２０２６年 ８月１９日(水)

２０２７年 ８月  ８日(日)

9 旧暦



年に一度、一斉に明かりをけして

夜空をみあげる

石垣島 南の島の星まつり
全島ライトダウン

9 旧暦



夜の日本
9 旧暦

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本は明るい。天の川がみえるところが市街地からとおいのはさびしいことです。



里見・田子, 相模原市立博物館研究報告（2020）より

9 旧暦

月待塔を
みつける

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
むかしは月明かりの存在感が大きかったのだと思います。�月待塔は、私たちが生活している地域に存在する石造物の一つである。庶民の日常生活から生まれた民間信仰である月待（つきまち）は、「特定の月齢の夜に人々が寄
り合い飲食などをともにしながら月の出を待つ行事」とされる。月待行事は、江戸時代から昭和の初期にかけて日本各地で盛んに行われたが、現在はほとんど行われなくなった。月待塔はその月待の行事をおこなった人々（講中）が、供養のしるしに造立した石塔をいう。石塔には“二十三夜”や“二十六夜”など、○○夜と刻んだものが代表的であり、相模原市内にある月待塔は二十三夜塔がほとんどである。�まさか２００年かそこらの将来、月へ行く探査機を人類がここ相模原で作ることになろうとは、思わなかったでしょうね。



9 旧暦
三日月を気にして生きる
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国立天文台 貴重資料展示室より

9 旧暦

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いつか、三日月形の地球をながめる三日地球ごよみができるでしょうか。
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9 旧暦
ちょっと特別な満月です

#道長と同じ月を見上げよう

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このよをば わがよとぞおもう もちづきの かけたることも なしとおもえば�「この世は私のものだ。 満月（望月）のように欠けたところがないくらい満ち足りている」�平安時代の権力をほしいままにした超最盛期の藤原道長により詠まれた有名な和歌ですが、これを詠んだ1018年11月26日（当時の暦では10月16日）の満月は午前7時過ぎ。そして今年2024年の11月16日の満月は午前6時29分なので、道長がこの歌を詠んだ日の月とほぼ同じごくわずかに欠けたまるい月が昇ります。さらにさらに大河ドラマ「光る君へ」でこの歌を詠むシーンが翌日17日に放映されるという、NHKは計算したわけでもなさそうですができすぎたような偶然。1000年以上前に道長も、そして紫式部も眺めたかもしれない満月。天文コミュニティでは、時を越えてみんなで同じ月を見て、SNSに「＃道長と同じ月を見上げよう」のハッシュタグを付けて投稿しよう、と呼びかけていますし、このキャンペーンのチラシにはアルテミス計画の説明などが添えられています。



10近未来を想う

高校生によるローバ走行実験（日本旅行様）
遠隔操作でミッションを体験 本日のようす

10 近未来

高校生の声 「未来がリアルに感じた」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生涯を通じた学びの世界へ導くことをめざした演習
高校生の声「月に興味がわいた」 「未来がリアルに感じた」




10 近未来



1.撮影する
2.食をみつめる
3.食を観測する
4.閃光をとらえる
5.仲間とつながる
6.アートで感性をみがく
7.プラネタリウムにひたる
8.観望で盛り上がる
9.旧暦でくらす
10.近未来を想う

10の方法は月でさらにおもしろくなる

暗い空、大気なき撮影
地球にかくれる星々
小惑星の精密観測
木星の長時間監視
・・・

10 近未来



10 近未来

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
月に関する関心が一過性のブームで終わらないよう、生涯にわたって楽しんでいけるテーマかどうかという視点で話題を紹介してきました。探査ハブはご存知のとおり日本全国の企業や大学と数多くの革新的な技術を創出してきました。人類の未来と考えたときに、産業やビジネス、産官学といった枠組みだけでなく、生活者個人の自由時間のアクティビティ、趣味やライフワークがどのようなものになるのか、あれこれと考えをめぐらせるととてもわくわくしてきます。



ohkawa.takuya@jaxa.jp

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
探査ハブのロゴマーク。ここに地球、月、小惑星、火星が添えられています。当面の人類の活動領域、ありがとうございました。
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